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１．評価対象区間 1

【対象区間】
生保内～卒田

角館バイパス

（H25.3全線開通）
延長6.1km

秋田県

岩手県

盛岡秋田道路

橋場改良

（H14開通）
延長0.7km

青森県

山形県

宮城県

供用中高
規
格
道
路

事業中

調査中

供用中一
般
広
域
道
路

事業中

調査中

構想路線

旧田沢湖町

旧角館町

旧西木村

盛岡秋田道路は、岩手県盛岡市と秋田県大仙市を結ぶ高規格道路。
評価対象区間（以下、「対象区間」）は仙北市田沢湖地区と角館地区を結ぶ延長約11kmの2車線区間である。

【図1】対象地域の位置図 【図2】対象地域の交通網
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する項目
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結果の確認
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東北地方小委員会
（第１回）

意見聴取
（第１回）

東北地方小委員会
（第２回）

意見聴取
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（第３回）
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針
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略
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ー
ト
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構
造
）
の
決
定

地 方 小 委 員 会

今 回

２．計画段階評価の進め方（案）
計画段階評価は、東北地方小委員会を3回、意見聴取を2回。
第1回東北地方小委員会では、計画段階評価手続きの進め方（案）のほか、地域の状況と課題、政策目標（案）、意見聴取方法
（案）等について議論。
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出典：【実績値（R2まで）】国勢調査
【予測値（R7から）】日本の地域別将来推計人口（H30年3月推計）
国立社会保障・人口問題研究所将来人口推計

３．地域の概況（人口） 3

対象地域は、対象区間の利用が多く見込まれる仙北市とし、人口は約2.5万人。
対象地域の人口の減少率は全国や秋田県平均を上回るペースで減少しており、20年後には約4割となる見込み。
対象地域の高齢化率は全国や秋田県平均を上回るペースで進行しており、今後さらなる高齢化が想定。

秋田県
仙北市（対象地域）

合計 旧田沢湖町 旧角館町 旧西木村

人口（人）
（世帯数（世帯））

959,502
（385,187）

24,610
（9,252）

9,286
（3,517）

11,284
（4,328）

4,040
（1,407）

面積（k㎡） 11,638 1,094 672 157 265

人口密度
（人/k㎡）

82.4 22.5 13.8 72.0 15.2

出典）R2国勢調査

協和IC

仙北市

大仙市

岩手県

北秋田市

対象区間
秋田県

（旧田沢湖町）

大仙市

秋田市

男鹿市

鹿角市

上小阿仁村

五城目町

井川町潟上市

三種町

大潟村

（旧西木村）

（旧角館町）

【図1】対象地域の人口
【図2】人口の推移

【図3】高齢化率の推移
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３．地域の概況（地域間流動） 4

86%
53%

14%
47%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

仙北市
（対象地域）

全国

自動車 その他
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出典：自動車保有台数：東北運輸局 秋田県市町村別保有車両数(R2年度末時点）
国土交通省 自動車保有車両数（R2年度末時点）

世帯数：R2国勢調査

（台）

岩手県

北秋田市

対象区間

秋田県

大仙市

秋田市

男鹿市

鹿角市

上小阿仁村

五城目町

井川町潟上市

三種町

大潟村

由利本荘市
美郷町

八幡平市

雫石町

滝沢市

盛岡市

矢巾町

岩手町

紫波町

花巻市

西和賀町

308

49

資料：通勤・通学/R2国勢調査
注）通勤・通学は15歳以上常住地による自宅以外通勤・通学

385

3640

仙北市

97

21

25km

50km

75km

通勤・通学者数

～100人

100～５００人

５００人～

※自動車：自家用車、バス・タクシー

対象地域は、仙北市内のほか秋田市や大仙市、美郷町なども通勤通学圏となっている他、県境を越えた通勤通学も見られる。
1世帯当たりの自動車保有率は全国平均よりも高く、通勤通学時の利用交通手段は自動車が9割以上を占める。

仙北市役所

【図3】通勤通学時の利用交通手段

【図2】 1世帯当たりの自動車保有台数【図1】仙北市の通勤・通学流動



３．地域の概況（交通特性） 5

岩手県
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30％

13％
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6％

3％3％

本荘地域

4％

秋田地域

対象区間は、主要幹線道路として県を跨ぐ移動や地域内の移動にとって重要な区間となっている。
対象区間を利用する交通は、通過交通が約7割を占め、トリップ長は100km以上が約6割を占める。
月別の交通量を見ると、春～秋の観光シーズンの交通量が多い。

花巻市 凡例
～10％未満
10％～20％未満
20％以上

【図4】国道46号対象区間の交通量（H31・R1）
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秋にかけて一定の交通量を維持 冬の交通量は落ち込む傾向

【図1】対象区間の利用交通の主なOD内訳

【図2】交通の内訳
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３．地域の概況（産業） 6
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仙北市の産業別就業率は、全国や東北平均と比較して第1次・2次産業の割合がやや高い。
仙北市の製造品出荷額等は、電子部品・デバイス・電子回路製造業と木材・木製品製造業が全体の約4割。

対象区間

凡例
●：精密機械製造業者
●：木材関連業者
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電子部品・デバイス・電子回路製造業 木材・木製品製造業（家具を除く）
食料品製造業 業務用機械器具製造業
金属製品製造業 窯業・土石製品製造業
その他

（億円）

出典：工業統計・経済センサス

約４割

約407万人

約5,590万人

出典：秋田河川国道事務所調べ

角館地域の
国道46号沿線に

精密機器製造企業や
木材関連企業が多く立地

対象区間周辺に
木材関連業者が立地

【図1】仙北市の産業構造（就業者数割合）
【図3】仙北市の主な精密機器製造業・木材関連企業位置図

【図2】仙北市の製造品出荷額等の推移



（フレートトン）

木製品 単板、合板、プレハブ建築物、工業生産建築物、建築用ユニット

林産品
10,033 

木製品
8,608 特殊品

4,889 

金属機械工業品
3,782 

化学工業品
2,529 

その他雑工業品
軽工業品
鉱産品
農水産品
不明

【図3】秋田港の輸入コンテナ取扱品内訳
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4,417 秋田県

3,088 

青森県
1,103 

【図4】秋田港の輸入木製品の県別輸送先
（フレートトン）
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約5割

【輸入コンテナ合計
＝34,305ﾌﾚｰﾄﾄﾝ】

木製品が
約３割

出典：H30コンテナ
貨物流動調査
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国際海上コンテナの
日本海側拠点港に指定

国際コンテナターミナル拡張

ガントリークレーン１基追加

※出典：秋田県港湾空港課提供データ

（万TEU）

３．地域の概況（秋田港） 7

秋田港は国際海上コンテナの日本海側拠点港に指定されており、輸出入貨物量は仙台塩釜港に次いで東北内で2位。
公共岸壁の整備等の機能強化に伴い、コンテナ取扱量が増加しており、さらなる需要の増加に対応するためコンテナヤードの拡張を計画。
輸入コンテナ取扱品の約3割が木製品で、その半数以上が岩手県へ輸送。
盛岡～秋田間の大型車利用経路の9割は国道46号を利用。

仙台塩釜
124,375

秋田
68,195

八戸
36,015

小名浜
26,483

酒田
25,170

釜石
6,428

出典：H30コンテナ貨物流動調査
（フレートトン）

東北２位

新型コロナ
ウイルス拡大の影響により減

【図2】秋田港のコンテナ貨物取扱量【図1】東北地方における輸出入
コンテナ取扱貨物量

秋田港国際コンテナターミナル（H24供用開始）

H24供用
（11.3ha）

H26供用
（5.7ha）

旧コンテナターミナル
（約4ha）

至 秋田北IC

秋田港アクセス道路（事業中）
ヤード拡張計画箇所

▲２基配備されたガントリークレーン

国道46号
88%

秋田道
9%

その他(東北道、国道107号）
3%

0% 25% 50% 75% 100%
出典：ETC2.0プローブデータ（R3年9～11月、平日、大型車を対象に集計）

【図5】秋田～盛岡間の利用経路

出典：H30コンテナ
貨物流動調査

【運送会社の声】
• 盛岡周辺にある各拠点から秋田方面への輸送は、ド

ライバーへの負担を少なくするため、距離の短い国道
46号を利用している。 （R4・R5ヒアリング結果）



３．地域の概況（観光） 8

6回
9回 9回 9回 10回 8回

5回
2回

1回

5回
1回

9回 7回 13回

23回

7回

14回

10回

18回
17回

21回

0回 0回

5回

25回

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

内航 外航

増加傾向

新型コロナ
ウイルスにより
寄港中止

出典：秋田県HP  ※R5はR5.5.25現在の見込み

出典：R1秋田県観光統計

746

474

357

243 208 200 198 190 184 142

0
100
200
300
400
500
600
700
800

秋
田
市

仙
北
市

横
手
市

男
鹿
市

に
か
ほ
市

大
館
市

由
利
本
荘
市

大
仙
市

能
代
市

鹿
角
市

（万人）

仙北市の観光入込客数は県内第2位（コロナ禍前は年間400万人超）で、県内有数の観光地。
対象地域では、仙北市としてのブランドを確立し地域産業の活性化を図るため、更なる観光振興に向けた取り組みが実施。
秋田港のクルーズ船寄港数は増加傾向にあり、R5は過去最高の25回寄港予定。
クルーズ船寄港時にオプショナルバスツアーが組まれており、仙北市への来訪も多い。

対象区間

十和田八幡平
国立公園

抱返り渓谷

道の駅
雫石あねっこ

小岩井農場

盛岡手づくり村
道の駅協和

田沢湖高原温泉郷
水沢温泉郷

秋田港

たざわ湖スキー場

あきた芸術村

むらっこ物産館

男鹿市
約1割

秋田市
約２割

角館方面
約6割

その他
約1割

過去
最高

回復・
増加傾向

玉川ダム

刺巻水ばしょう

角館武家屋敷

玉川温泉地区

角館武家屋敷を訪れる外国人観光客 冬の田沢湖

※訪問割合はH30.4.18に来訪したダイヤモンド・プリンセス号の実績
写真出典：仙北市HP、玉川ダム管理所HP

出典：仙北市海外向けPR動画

田沢湖

第二次仙北市観光振興計画
仙北市としてのブランドを確立し、他地域との差別化を図り、多くの観光客に消費がなされ、地域産業の活性化を図る。

観光振興に向けた取り組み事例
・田沢湖･角館観光協会のＤＭＯ登録
・田沢湖ラウンドテーブル
(田沢湖の魅力向上･活性化を目指す協議会)

・欧米をターゲットにした観光PR動画の発信 など

▼取り組み事例（観光PR動画）

【図3】秋田港のクルーズ船寄港回数推移

【図4】オプショナルバスツアーの行先割合と仙北市・国道46号沿線の主な観光地

【図1】秋田県の観光入込客数（上位10市町村・R1実績） 【図2】観光振興に向けた取り組み

乳頭温泉郷



資料：全国積雪寒冷地帯振興協議会HP

３．地域の概況（気象） 9
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（日）

対象区間

仙北市

■：特別豪雪地帯
■：豪雪地帯
●：盛岡秋田道路沿線の降雪量観測地点

岩手県

秋田県
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193

0
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400
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1000

秋田 角館 生保内 橋場 雫石 盛岡
資料：気象庁データ（秋田・雫石・盛岡）、

国交省データ（角館・生保内・橋場）

国道46号沿線で最多（cm）

盛岡

雫石

生保内

角館

秋田

対象地域は、奥羽山脈に近接しており、面積の約9割が特別豪雪地帯に指定されている東北有数の豪雪地帯。
対象地域（生保内）の降雪量は年平均600cmを超えており、国道46号沿線の観測地点で最も多い。

撮影日：R2.12

至 秋田

至 盛岡
撮影日：H26.2 至 秋田

至 盛岡

橋場

【図1】岩手県・秋田県の豪雪地帯・特別豪雪地帯

【図3】盛岡秋田道路沿線における
年平均降雪日数（H25～R4年度平均）

【図2】盛岡秋田道路沿線における
年平均降雪量（H25～R4年度平均）

【写真1】国道46号の降雪状況



４．道路交通・地域の状況と課題（走行性） 10

対象区間には、集落や農道等の出入り箇所が存在。
対象区間は急カーブ・急勾配区間や沿道出入り箇所が多数存在するため、急ブレーキ・急ハンドルによる危険挙動が多発するほか速度
低下が発生。
さらに冬期には堆雪により必要な幅員が確保できないため、旅行速度が通常期に比べて約２割低下。

3.25 3.250.5 0.5

現状の道路幅員
（単位：ｍ）

【写真1】狭幅員区間のすれ違い状況（冬期）

【図2】当該区間の道路断面イメージ（A-A）

至 秋田市

至 盛岡市

A

A至
秋
田
市

至
盛
岡
市

R=130

i=4.6％
i=5.6％

急カーブ連続区間急勾配区間

写真1

対象区間

i=5.5％

通常期平均
57km/h

冬期平均
45km/h

約2割
低下

25km/h

52km/h

※出典：ETC2.0データ 急挙動発生頻度：R3.10（-0.3G以下の前後加速度0.3G以上の左右加速度を対象に集計）、
旅行速度：通常期はR4.10、冬期はR5.2.2（上下平均旅行速度）

41km/h

53km/h

42km/h

51km/h

45km/h

58km/h

41km/h

冬期降雪時は
線形不良箇所を中心に
旅行速度が大きく低下
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キ
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0

20

40

0

200
100

線形不良箇所で
急ブレーキが多発

線形不良箇所で
急ブレーキ・急ハンドルが多発

線形不良箇所や沿道出入り箇所で
急ブレーキ・急ハンドルが多発

幅員狭小区間

【図1】対象区間の急挙動発生頻度と旅行速度

R=60

対象区間に信号のない
交差箇所が61箇所存在
※参考比較（前後11km）

秋田市側：38箇所
盛岡市側：22箇所

R=60
R=100

沿道出入り箇所で
急ブレーキが多発

凡例

【縦断勾配】
：i＞5.0％
：5.0％≧i≧4.0％

【平面曲線半径】
：150ｍ未満

：沿道交差箇所
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４．道路交通・地域の状況と課題（事故） 11

線形不良箇所では、急ブレーキ・急ハンドルが多く、死傷事故及び物損事故が集中。
通常期は、沿道と本線の出入り部で追突事故が多発しており、冬期は線形不良区間で正面衝突が多発。

2

【図2】対象区間における事故類型

出典：イタルダデータ(H24~R3)

【運送会社の声】
• 秋田自動車道は事故や雪による通行止めが国道

46号より多いため、安定的な輸送には国道46号
が欠かせない。ただし、国道46号でも事故が発生
しているため、ドライバーは慎重に運転している。

• 国道46号が通行止めの場合、秋田道で大きく迂
回することになり、ドライバーの負担が生じる。

• 国道46号と秋田道が同時に通行止めになると秋
田県は陸の孤島になってしまう。

（R4･5ヒアリング結果)

【写真2】追突事故【写真1】正面衝突事故

至 盛岡市

至 秋田市

追突
19 

正面衝突
6 

出会い頭
2 

車両相互
その他

4 

車両単独
1 

通常期

追突
3 

正面衝突
5 

車両相互
その他

3 

冬期

R=60

i=4.6％

写真1

至
秋
田
市

至
盛
岡
市

線形不良箇所に事故が集中
写真2

対象区間

出典：死傷事故…イタルダデータ(H24~R3)、物損事故…国交省データ(H30~R3)

R=60

写真3

死傷事故…■：単路 ■：交差点 物損事故…■
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物
損
事
故
発
生
件
数
（
件
／
４
年
）

死
傷
事
故
発
生
件
数
（
件
／
10
年
）

0

1

2

3

4

6

2
44 4

5

121
22

33
1

2
122

3
1 1

5

【図1】線形不良箇所と事故発生状況
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i=5.5％
沿道出入り部で
追突事故が多発

沿道出入り部で
追突事故が多発

（件）

急カーブ・急勾配で
事故が発生

カーブ連続区間で
物損事故、追突事故が発生

急カーブ連続区間で事故が多発
重大事故となる正面衝突事故が発生

【写真3】沿道出入り状況

農道出入り口

農道出入り口集落出入り口

対象区間に信号のない
交差箇所が61箇所存在
※参考比較（前後11km）

秋田市側：38箇所
盛岡市側：22箇所

i=5.6％

R=100

凡例

【縦断勾配】
：i＞5.0％
：5.0％≧i≧4.0％

【平面曲線半径】

：追突
：正面衝突
：出会い頭
：車両相互その他
：車両単独

：物損事故

【死傷事故（H24～R3）】

【物損事故（H30～R3） 】

：150ｍ未満

：沿道交差箇所

至 盛岡市

至 秋田市至 盛岡市

至 秋田市

H18.3月 R2.5月 H29.11月



河川浸水想定区域

平面線形

縦断勾配

スタック

災害通行止め

事故通行止め

■：R ≧ 150m
■：120m ≦ R < 150m
■：R < 120m
■：4％ < i ≦5％
■：i >5%

■：浸水区域

至
秋
田
市

４．道路交通・地域の状況と課題（防災） 12

対象区間は、急峻な地形が連続する山間部に位置しており、急カーブ・急勾配が連続することから、予防的通行規制区間に指定。
過去には豪雨災害による法面崩落や路面冠水が発生している他、一部河川の浸水想定区域が存在し河川氾濫による障害発生が懸念。
災害発生時及び事故発生時には長時間の通行止めが発生。

予防的通行規制（除雪優先）区間

至
盛
岡
市

R=130

R=60 i=4.6％

R=100
i=5.6％

対象区間

i=5.5％

■：スタック発生箇所
（H25～R４）

R=60

大雪時に急な上り坂で大型車等が立ち往生しやすい場所等を選定し、集中的・効率的に優先して除雪を行う区間

■：事故通行止め
（H25～R４）

法面崩落 H22.7.30 路面冠水 H19.9.17

H22.7.30
法面崩落(大雨)

H19.9.17
路面冠水(大雨)

事象 発生日 通行止め時間
災害 H19.9.17 5時間10分

災害 H22.7.30 2時間55分

交通事故 H27.3.11 7時間13分

交通事故 H28.10.31 29分

交通事故 H29.5.19 2時間00分

【表1】対象区間における全面通行止め実績

H19.9.17
路面冠水(大雨)

■：災害通行止め
（H15～R４）

事象 発生日 通行止め時間
交通事故 H30.3.30 1時間42分

交通事故 R3.11.30 43分

交通事故 R4.1.11 1時間17分

交通事故 R4.3.6 7時間16分

出典：国交省データ(H15~R4)

R3.11.30H27.3.11H30.3.30R4.1.11R4.3.6
H28.10.31

H29.5.19

交通事故 H27.3.11

凡例

【縦断勾配】
：i≧5.0％
：5.0％≧i≧4.0％

：150m未満

：玉川洪水浸水想定区域

【平面曲線半径】

スタック状況 H27.1.7



【国道46号沿線の製材工場の声】
• ルートは国道46号しかないため、通行止めになると田沢湖方面か横手方面へ大きな迂回

が生じる。搬入・搬出に影響し、従業員の通勤も影響するため、迂回路が無いというのは
怖い。

• 国道46号はカーブが多いため、荷崩れを起こし製品の破損や質の低下を引き起こす。
• 関東圏の同業他社との競争において、冬に荷物が届かないようだと「秋田から取るのは止め

よう」となる。
• 国道46号は通勤にも使用しているが、農道等から出てくる車が国道へはみ出すため、通勤

時にひやりとさせられる。

４．道路交通・地域の状況と課題（産業・物流① 地域産業） 13

【図3】国道46号沿線木材加工業者の出荷量
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資料：R3.8企業提供

製品出荷量

増加傾向

大仙市協和にある製材工場では、秋田県内、岩手県内の各地から原木を搬入し、主に一般住宅向け乾燥構造材を製造。
製品出荷量は県内のみならず関東方面での需要増加に伴い近年増加傾向。
各地からの原木の搬入や関東方面や岩手県内への製品の出荷時に国道46号を利用しているが、線形不良箇所での荷崩れが発生し、
質の低下が生じているほか、通行止め時には広域迂回が生じる。

(R5ヒアリング結果)

（千㎥）【図1】原木の搬入経路の一例

原木の搬入(迂回時)
原木の搬入

製品の出荷

【図2】木材加工製品の出荷経路の一例

花巻市

秋田県北

各地から
原木を搬入

田沢湖地区

西木地区

秋 田 県

岩 手 県

工場

対象区間角館地区

雫石町

田沢湖地区、雫石町からの
搬入は田沢湖周辺・
国道105号を迂回

秋 田 県

岩 手 県

工場

資料：R5企業ヒアリングをもとに作成

関東方面へ出荷
（約７千㎥/年）

その他県内・
東北へ出荷

（約2千㎥/年）

岩手県内
（約3千㎥/年）

対象区間

花巻市からの搬入は
国道4号、107号等を
利用して迂回

製品の出荷には、
主に国道４６号を利用

【図4】原木・木材加工品のイメージ

原木を選別・製材



４．道路交通・地域の状況と課題（産業・物流② 地域産業） 14

工場

搬入新潟
方面から

沿線にある会社を含むグループ企業では、自動車等に使用する「温度センサ」を製造しており、世界シェアの約2割を占める。
材料搬入や工場から物流センターへの運搬は対象区間を利用し、製品は物流センターへ集積した後、関東方面へ出荷。
対象区間で長期間の通行止めが生じた場合には出荷停止等の損失リスクが生じる。

【電子部品工場の声】
• グループ企業全体の製品は世界シェア17％（売上額トップシェア）。
• 国道46号で長時間通行止めが生じると出荷停止等の損失ﾘｽｸが生じる。760万円/

日の出荷額があるため、通行止めの影響は大きい。出荷先の生産ラインにも影響を及
ぼすこととなる。

• 道路が整備されることで、通行止めによる損失に対する不安が解消される。
（R5ヒアリング結果）

「温度センサ（サーミスタ）」の概要
・温度の変化により、電気の流れにくさ（抵抗値）が変化する事を利用し、温度変化を読み取るセンサ
の役割を持つ電子部品

・自動車や空調機器、様々な家電製品、スマートフォンだけでなく、現在、あらゆる分野で電子制御を
行う製品が増加

出典：電子部品製造企業より

グループ企業
17%

その他企業
83%

資料：企業HPより
（サーミスタ 2020年自社調べ）

対象区間

売上額トップシェア

【図3】電子部品工場からの製品出荷ルート

【図1】グループ企業製品の世界シェア

工場

工場

出荷

関東
方面へ

物流センター
（集積）

製品の運搬
製品の出荷 対象区間

【工場→物流センター】
運搬頻度：1日2便

出荷額 ：約760万円/日
※通行止めの場合は損失ﾘｽｸが生じる

工場

【図2】電子部品工場への材料搬入ルート

材料の搬入 新潟方面
材料の搬入 岩手方面

岩手
方面から

搬入

材料搬入は
新潟方面がメイン

物流センターに集積後
関東方面へ出荷

出典：R5ヒアリングによる

出典：R5ヒアリングによる



４．道路交通・地域の状況と課題（医療） 15

【角館消防署田沢湖分署の声】
• 田沢救急隊は、9割以上が国道46号を使った稼

働で、角館総合病院へ年間約200件の搬送があ
ることからも、国道46号は、医療機関への命を繋ぐ
道である。

• 揺れを抑えるための低速走行や減速は「医療機関
への到着・医療開始の遅れ」となり、時間経過に伴
う傷病者の容体悪化リスクが高まるなど不安要素
が増加してしまう。

（R5ヒアリング結果）

資料：H29.3（降雪・降雨無）救急車走行調査データ（角館消防署田沢湖分署）

国道46号
約9割

その他道路
約1割

資料：R5ヒアリング結果

秋田赤十字病院
（三次救急）

秋田大学医学部
付属病院

（三次救急） 田沢湖
地区

対象区間

角館総合病院
（二次救急）

至 大仙市（大曲厚生医療センター（二次救急））

通常期のばらつき：3分

冬期のばらつき：５分

※出典：ETC2.0データ
通常期：R4.10 冬期：R5.1(路面状態：凍結又は圧雪)

冬期は約1.7倍

田沢湖地区からは、仙北市で唯一の救急医療機関である角館総合病院（二次救急医療施設）へ年間200件を超える救急搬送が
行われ、そのうち約9割が国道46号を利用。
国道46号は秋田市にある三次救急医療施設等への救急搬送にも利用されている。
対象区間は、線形不良箇所が多数存在し、救急搬送時の横揺れが患者の負担となっている。
冬期は、堆雪の影響によって対象区間の通過時間が通常期に比べばらつきが大きい。

【図1】田沢湖地区から国道46号を利用する救急搬送 【図4】対象区間を利用した救急搬送における横揺れ発生状況

【図3】田沢湖地区からの搬送経路割合 【図5】対象区間通過時間のばらつき
【通常期・冬期】

【図2】田沢湖地区からの搬送割合

資料：大曲仙北広域市町村圏組合消防本部

田沢地区からの
搬送件数

1,687件/5年
(H28～R2)

角館総合病院(二次救急)
1,216件 72%

大曲厚生医療センター
(二次救急)
283件 17%

秋田市内の
三次救急医療施設

82件 5%

岩手県内の
三次救急医療施設

54件 3%

その他 5
3件 3%

0.15G

-0.15G

線形不良箇所
急カーブ：9箇所
最急勾配：5.6％

が存在

市立田沢湖病院
平成18年9月 救急病院告示を取下げ

田沢湖地区の救急患者は、
地区外の病院へ搬送が必要となった。

i=5.5％



対象区間

十和田八幡平
国立公園

抱返り渓谷

小岩井農場

盛岡手づくり村

道の駅協和

秋田港

あきた芸術村

むらっこ物産館

男鹿市
約1割

秋田市
約２割

角館方面
約6割

その他
約1割

４．道路交通・地域の状況と課題（観光） 16

秋田港へ寄港したクルーズ船からオプショナルバスツアーとして仙北市を訪れる際には、国道46号を利用されている。
しかし、対象区間を含む盛岡秋田道路が未整備なため、滞在時間が短くなってしまい、地域のニーズに答えられていない。

※訪問割合はH30.4.18
に来訪したダイヤモンド・
プリンセス号の実績

玉川ダム

写真：H29年4月25日ダイヤモンド・プリンセス号寄港時の状況

田沢湖
高原温泉郷

出典：平成27年度 全国道路・
街路交通情勢調査
（平日・混雑時）

【一般社団法人田沢湖・角館観光協会の声】
• オプショナルツアーは片道90分を目安に設定。観光地までの

国道46号はカーブが多く、どうしても時間がかかってしまう。
• 移動時間が短縮すれば立ち寄り先を増やしたり、現地でゆっ

くり食事をしたり、充実したツアーを提供できる。
• クルーズ船以外の観光客の中には、玉川温泉や乳頭温泉

に行きたいが移動時間が長くて断念したという意見もある。
• オプショナルツアーで田沢湖には行けるが、滞在時間が短く

なってしまう。滞在時間をもう少し長くできるように、道路整備
が進められることを期待したい。 （R5ヒアリング結果）

上桧木内の
紙風船上げ

道の駅「あねっこ」

【図1】仙北市の主な観光地

■：秋田港からの所要時間
90分要時間圏域

国道46号を走行する
オプショナルツアーバス

角館エリアを観光する
オプショナルツアー客玉川温泉地区

秋田駒ヶ岳

たざわ湖スキー場

乳頭温泉郷

水沢温泉郷

刺巻水ばしょう

火振りかまくら

対象区間

オプショナルバスツアーで訪れる仙北市の主な観光地

田沢湖角館武家屋敷

秋田港

9:30出発

11:00到着
角館武家屋敷 田沢湖

16:30到着

わずか20分間
の滞在

出典：秋田県ヒアリングによる ※R5年度の秋田港寄港時のオプショナルツアーの一例

【図2】仙北市方面へのオプショナルツアー旅程例

約1時間半の滞在
12:30出発 13:10到着 13:30昼食へ

昼食会場
14:40出発

田沢湖



５．政策目標（案）の設定 17

課 題 原 因

交通
環境

○円滑・安全な交通に支障
・急ブレーキ・急ハンドルなどの危険挙動が多発し速度低下が発生
・積雪時には旅行速度が通常期に比べて約2割低下
・通常期は、沿道と本線の出入り部で追突事故が多発
・冬期は線形不良区間における正面衝突が多発

○線形不良箇所の連続
○堆雪による幅員狭小
○沿道の出入り

防災
○信頼性の低い道路ネットワーク
・予防的通行規制区間や浸水想定区域が存在し、災害発生時には全面通

行止めのリスク
・災害や事故の発生時には長時間の全面通行止めが発生

○災害・事故発生リスクの存在
○周辺に迂回路がない

産業
・

物流

○不安定な物流ネットワーク
・線形不良箇所の影響で荷崩れが発生し、製品の品質が低下
・長時間の全面通行止め時には出荷停止等の大きな損失が発生

○線形不良箇所の連続
○周辺に迂回路がない

医療

○不安定な救急搬送環境
・救急搬送環境に急カーブ区間が多数存在し、横揺れが発生
・堆雪の影響で通常期に比べ対象区間の通過に時間が掛かっており時間信
頼性が低い

○線形不良箇所の連続
○堆雪による幅員狭小

観光 ○周遊観光の連絡性が不十分
・移動時間がかかるため、観光地の滞在時間が不足

○観光地間を結ぶ
道路ネットワークが不十分

政策目標（案）

円滑・安全な
交通環境の確保

安定した物流ルート
の確保

安定した救急搬送
環境の確保

観光振興の支援

信頼性の高い
道路ネットワーク

の確保



６．地域の将来像 18

自治体 上位計画 内容（抜粋）
秋田県 秋田県新広域

道路交通ビジョン
（R3.6）

◆広域道路交通網の充実
• 県内に残存するミッシングリンクの解消。
• 広域道路網におけるサービス水準の確保。

◆物流拠点・交流拠点とのネットワーク強化
• 地域産業の活性化を後押しする道路ネットワークの充実・アクセス強化。
• 広域的な交流人口拡大のためのアクセス性向上
• 広域交流の結節点における機能性及び利便性向上

◆非常時における道路ネットワーク機能の維持
• 災害に強く多重性の高いネットワークの形成。
• 災害時の高規格幹線道路と直轄国道によるダブルネットワークの形成。

◆円滑な広域交流（人流）への支援
• 広域観光周遊を可能とする観光ルートの形成。

仙北市 第2次仙北市総合計画
（後期基本計画）

（R3.3）

◆質の高い観光地形成
• 「温泉」 「桜」 「自然」を売りにした競合観光地が点在する中、選ばれる観光地となるため、体験型観光や通年型観光の切り替え

を図ります。

◆道路網の整備
• 国道46号、105号、341号など管内の主要道路について整備促進並びに危険個所の解消を国・県をはじめ関係機関へ、強く働き

かけます。

第11次仙北市
交通安全計画

（R3）

◆交通事故多発地点対策の推進
• 交通事故多発地点については、事故発生原因に応じて交通安全施設の整備を図るとともに、道路改良も含めて関係機関と協議し

事故防止対策を実施する。

◆災害に強い道路および交通安全施設等の整備
• 地震、豪雨、豪雪等による災害が発生した場合においても安全性、信頼性の高い道路交通を確保できるよう安全施設等の整備を

推進する。

仙北市地域医療計画
（H29.3）

◆安心・安全そして信頼を確立する地域医療を目指して
• 地域医療連携をもとに、地域に安定した質の高い医療と看護を提供します。
• 市民の命を守る充実した救急医療体制の構築を目指します。

【観光振興の支援】

【安定した救急搬送ルートの確保】

【円滑・安全な交通環境の確保】【信頼性の高い道路ネットワークの確保】

【円滑・安全な交通環境の確保】

【円滑・安全な交通環境の確保】

【安定した物流ルートの確保】

【信頼性の高い道路ネットワークの確保】

【信頼性の高い道路ネットワークの確保】【安定した物流ルートの確保】

【観光振興の支援】



当該区間

岩手県仙北市
（全戸配布）

秋田県

【仙北市】
西木庁舎・西木第２庁舎

【仙北市】
角館庁舎

【仙北市】
中町庁舎

【仙北市】
田沢湖庁舎

【秋田県】
仙北地域振興局

道の駅協和

道の駅雫石

７．意見聴取方法（案） 19

以下の通り、地域から意見聴取を実施。

調査対象者 調査方法・規模
地域
住民 • 仙北市 • 全戸配布

仙北市 約１０，５００世帯
道路

利用者 • 仙北市、大仙市、秋田市、雫石町、滝沢市、盛岡市 • WEBアンケート（事務所ホームページ）
• 留置アンケート（市町村役場、公民館、、道の駅等に設置）

事業者等 • 対象区間の利用企業及び周辺立地企業
秋田・岩手県内（仙北市、大仙市、秋田市、盛岡市、矢巾町等）

• 郵送配布、郵送回収（約２５０社※）
※社名読み取り調査等により抽出した企業

１．意見聴取の概要
・アンケート調査の対象

・ヒアリング調査の対象
項目 ヒアリング対象

関係団体
（40団体）

• 秋田県（1団体）
• 自治体（1市）
• 観光協会（2団体）
• 消防機関（1団体）
• 医療機関（1団体）
• 教育機関（1団体）
• 商工会議所（1団体）

• バス協会（1団体）
• バス事業者（8社）
• トラック協会（2団体）
• 物流業者（12社）
• 警察機関（1団体）
• 農業関連団体（1団体）
• 製造業者（7社）

２．地域への意見聴取の周知方法
情報提供の項目

秋田県で発行部数の多い新聞にアンケートの協力を呼び掛ける広告を掲載
秋田河川国道事務所、市町村ホームページに意見聴取のバナーを設置し広報を実施
調査対象地域である仙北市等で発行される広報誌に広告を掲載
秋田河川国道事務所等のSNSを用いて幅広く広報を実施

３．意見聴取期間
• １～２ヶ月程度

４．実施主体
• 国土交通省 秋田河川国道事務所



７．意見聴取方法（案） 20

意見聴取内容は、基礎的な情報のほか、地域の課題・政策目標（案）に対する意見を聴取。

把握する意見 回答方法
①ー（1）主な利用目的

選択式
（単一回答）

①ー（2）主な利用手段
選択式

（単一回答）

①ー（3）利用頻度
選択式

（単一回答）

５．意見聴取（1回目）の内容
・対象区間の利用状況について

【住民用】

1.仕事
4.通院
6.利用しない

2.通勤・通学
5.レジャー・ドライブなど
7.その他（括弧内に記載してください）

3.家事（買い物など）

把握する意見 回答方法
①ー（1）主な利用目的

選択式
（単一回答）

①ー（2）主な利用手段
選択式

（単一回答）

①ー（3）利用頻度
選択式

（単一回答）

【事業者用】

1.営業
4.旅客
6.その他（括弧内に記載してください）

2.運送・運搬
5.利用しない

3.送迎

1.自動車
4.自転車

2.公共交通（バス・タクシー）
5.徒歩

3.バイク 1.乗用車
3.小型貨物車

2.大型貨物車
4.その他（括弧内に記載してください）

1.週に５回以上
4.月に１～２回

2.週に３～４回
5.年に数回

3.週に１～２回 1.週に５回以上
4.月に１～２回

2.週に３～４回
5.年に数回

3.週に１～２回

・政策目標（案）について 【住民・事業者 共通】

把握する意見 回答方法
②ー（1）対象区間にはどのような課題があると思いますか？以下の１～5の各項目について、4段階で評価してください。

１．急カーブや急勾配が多く、走行性が悪い。
２．事故・災害により通行止めが発生している
３．物資輸送において問題が発生している。
４．救急搬送の支障になっている。
５．観光周遊の支障になっている。

選択式
（単一回答）

②ー（2）提示した課題以外に、課題だと感じていることを具体的に記載してください。 自由回答

＜ 交 通 環 境 ＞
＜ 防 災 ＞
＜産業・物流＞
＜ 医 療 ＞
＜ 観 光 ＞

・その他のご意見について 【住民・事業者 共通】

把握する意見 回答方法

③ー（1）その他、対象区間におけるご意見やご要望がありましたら、ご自由に記載してください。 自由回答
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６．調査の設問案
１）調査概要

【表面】
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６．調査の設問案
２）地域の現状と課題

【裏面】
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６．調査の設問案
３）住民用アンケート

【質問票 表面】 【質問票 裏面】
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６．調査の設問案
４）事業者用アンケート

【質問票 表面】 【質問票 裏面】


